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かぐや/LISMデータによるクレーターの地形/地質学的解析

Geomorphology and geology of lunar craters: views from Kaguya/LISM
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クレーターの地形，およびその内外の地質は衝突現象の過程を理解する上で重要な情報を保持している．月のクレー
ターは形成後の外的要因による変化が少ないため，地形学的、地質学的な解析によって，これらの情報を引き出し，形
成過程を再構築するのに適している．
昨年秋に打ち上げられた月探査機かぐやに搭載されている光学観測機器 LISM は，高精度の地形情報と分光情報を同

時に取得することができる．本研究では LISM のデータを利用して月クレーターの形成過程を明らかにすることを目標
としている．
解析にあたっては，以下に挙げる項目に特に着眼している．1)衝突時の加熱の規模，温度を推定する指標となるイン

パクトメルトの量の推定．2)クレーター形成に伴って放出される高速の ejectaのサイズ速度分布の手がかりになる二次
クレーターの分布．3)低速の ejectaの放出様式を把握するための continuous ejecta blanketの厚さ．
また，初期解析の対象とするクレーターとして，比較的大きなクレーターである Vavilov (D = 99 km), Copernicus (D =

93 km), Tycho (D = 85 km), King (D = 77 km), Jackson (D = 71 km), Ohm (D = 64 km), Crookes (D = 49 km), Olbers A (D =
43 km)を想定している．これらのクレーターの多くは月の裏側に存在しているため，これまでの探査では限られた質，
量のデータしかえることができていない．かぐやの観測によって始めて詳細な解析が可能となる．


